




A model of J apanese expatriate spouse adjustment: 
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1.はじめに
2012年 10月l日現在の推計で 海外に在住している日本人は 124万9577人(永住者数41万
1859人，長期滞在者数83万7718人)に達している(外務省， 2013)。そのうち 5割以上は， 日
本企業が各国に派遣する海外駐在員とその家族である。その中でも， 2007年以降，上海はロサ
ンゼルスに代わって，長期滞在している日本人数が最も多い都市となっている。











応IJI也とその影響というテーマに関心を持ち，様々な研究を実施してきた (Ali，Zee. & Sanders， 
2003; Black & Gregersen， 1991; Black， Mendenhall， & Oddou.l991; Black & Stephens， 1989; 
Caligiuri， Hyland， Joshi， & Bross， 1998; Copeland & Norell， 2002; Harvey， 1985; Herleman， Britt， 
& Hashima， 2008; Mohr & Klein， 2004; Parker， 1993; Punnett， 1997; Lauring & Selmer， 2010; 
















証研究は代表的なものであり，今日まで多大な影響力を持っている (Black& Gregersen. 1991; 








「現地の住民との日々の交流」の 2つの下位項目を含んでいる。 Shaffer& Harrison (2001)は，




の下位項目から構成されている (Shaffer& Harrison. 2001. 239) 0 Ali， Zee， & Sanders (2003)は，
海外駐在員配偶者の典文化適応の尺度を「心理的適応J，r社会文化的適応J.r典文化交流」と名
づけたが.これらの 3つの適応の尺度は Shaffer& Harrison (2001)の尺度と類似しているもの










いう 2つの要因である (Black& Gregersen. 1991; Black， Mendenhall， & Oddou，l991; Black & 



























員配偶者の適応との関係性を実証する研究も行われている (Copeland& Norell. 2002) 0 Cope-























2003 ;福永， 2000;山田， 2004;叶， 2013， 2014)。駐在後，お互いに協力し合えた夫婦は駐在
前と比較して夫婦関係が良好になり，特に夫からの援助は， 日本人海外駐在員妻の適応にプラス
の影響を与えていることが報告されている (Ozeki& Knowles， 2009 ;小林， 2001， 2002;小林・




対象とした研究は少ない。管見の限りでは， Ozeki & Knowles (2009)と三善 (2009)が北京地
域で行った調査研究，ならびに，拙稿(叶， 2013， 2014)の上海における日本人駐在員妻を対象
とした研究以外に，学術的な視点から調査研究されたものは見当たらない。さらに，既存の米国






















表lが示すように， 8さんと Eきんを除く調査協力者の年齢は， 30代と 40代に集中している。








協者力 最終 過去の海外 渡航前の就業 子どもの 子どもの
調査日 年齢 滞在年数 在住経験 形態 数 学年
A 2012.11 40 代 l年1ヶ月 なし フJレタイム O --B 2013.2 50代 2年 なし 主婦 O --C 2013.8 40 1-~ 1ヶ月 アメリカ5年 ノTートタイム O 
D 2012.8 30代 7ヶ月 北京 フルタイム O / (年数不明)
E 2013.2 60代 5年 なし 主婦 2 日本で就職
F 2013.8 40代 l年8ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
G 2012.11 30代 l年3ヶ月 なし フルタイム 2 小，幼
H 2012.8 30代 10ヶ月 なし ノTー トタイム 3 小，幼l
未就学
2013.8 40代 2年1ヶ月 なし フルタイム 2 中，幼
2012.11 40代 4年 なし 主婦 2 小，幼
K 2013.8 40代 2年1ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
L 2013.8 40代 l年1ヶ月 話器陽と上海， フルタイム 3 小，幼，幼
合計2年半
M 2013.8 40代 2年10ヶ月 広東省約3年 フルタイム 幼
N 2013.8 40代 l年5ヶ月 なし 主婦 2 ノj、，幼
O 2013.8 30代 l年6ヶ月 なし 主婦 3 小，幼，幼
P 2013.8 40代 l年6ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
Q 2013.8 30代 1年6ヶ月 なし フjレタイム 2 幼，幼
R 2013.8 40代 7年10ヶ月 北京 主婦 2 高，中
(年数不明)
S 2013.8 40代 l年6ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
T 2013.8 30代 3年 なし パー トタイム 3 高， 1:コ，小
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